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  表１は，本授業実践の単元計画を示している。本単元は，中学校 3 年生（男女共習）を対象として，
1 時間目をレディネス調査，2 時間目から 4 時間目を基本的技術を習得する授業とした。そして，5 時




日 時 平成 29 年 11 月 18 日（土） 第 2 校時（11：05～11：55） 
年 組 3 年 1 組 計 38 名（男子 17 名，女子 21 名） 
本時の目標 失点を防ぐために，ランナーと打球の状況を考えて適切な塁に送球できる。 
学習の展開 
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生徒による振返
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 「主体性」についての意識を把握するために，以下の 2 点の方法で調査を行った。第 1 に，クラス
全体の「主体性」への意識を把握するため，表 3 のような調査を行った。 
 
表３ 主体性についての意識調査問題Ⅰ（１～10時間目） 
１．全員達成に向けての自分の貢献点（ ５ ４ ３ ２ １ ） 








全員が課題を達成するために，よかったと思う 具体的なエピソード や， 
ダメだったと思う 具体的なエピソード を書いてください。 
 









に到達した生徒が 33 名（91.6％）に増加した。また，自己評価が 3 以下にとどまった生徒が 3 名（8.4％）






























































5.6 33.3 27.8 11.1 22.2
2.8 5.6 36.1 55.5
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果，生徒 K を事例から，「主体性」の育成に関して転機となる 2 つの場面を確認することができた。 
1 つ目は，6 時間目にみられる「主体性」の転機である。表５における 6 時間目の記述から，5 時間
目の授業よりも積極的に仲間にアドバイスを求める様子が窺えた。また，実際の授業においても，仲
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